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再生紙使用

　
地
震
を
想
定
し
、
都
は
い
ろ
い
ろ
な
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
が
、
す

べ
て
お
役
所
仕
事
。
こ
ん
な
こ
と
で
、
都
民
の
生
命
と
財
産
を
守
れ
る

の
か
？
　
都
民
も
耐
震
情
報
を
共
有
し
、「
危
機
管
理
」
に
参
加
す
る
こ

と
の
重
要
性
を
痛
感
。

　
身
近
な
学
校
・
消
防
・
警
察
・
病
院
の
危
機
管
理
の
実
態
を
レ
ポ
ー
ト
。

　
13
年
度
末
現
在
、
都
立
高
校
273
校
中
、
耐
震
補
強
工
事
の
対
象
が
86

校
。
内
53
校
が
耐
震
診
断
す
ら
行
わ
れ
て
い
な
い
事
が
判
明
（
３
月
25
日

現
在
）。
な
ぜ
か
都
立
盲
・
ろ
う
・
養
護
学
校
は
後
回
し
。
そ
し
て
対
策

で
は
平
成
20
年
度
を
目
途
に
補
強
工
事
に
手
を
つ
け
る
と
い
う
超
ス
ロ
ー

な
も
の
。

　
そ
こ
で
担
当
者
（
教
育
庁
学
務
部
施
設
調

整
担
当
課
長
）
に
IS
値
（
左
下
参
照
）
の
提

供
を
求
め
た
と
こ
ろ
、「
相
手
が
議
員
で
も
教

え
ら
れ
な
い
」
と
強
硬
な
態
度
。
そ
こ
で
、
行

革
110
番
が
平
成
２
年
、
世
田
谷
区
で
同
様
の

「
IS
値
」
の
情
報
公
開
裁
判
で
公
開
さ
せ
た
事

実
を
示
す
と
、
担
当
者
も
頭
を
抱
え
、「
各
学

校
ご
と
の
耐
震
結
果
IS
値
集
計
表
」
を
作
り

情
報
提
供
す
る
こ
と
を
約
束
。（
何
と
い
う
こ

と
だ
！
）

　
結
果
、
耐
震
診
断
を
行
な
っ
て
い
た
33
校

の
う
ち
、
IS
値
0.3
以
下
が
14
校
、
IS
値
0.3
台

が
13
校
。
と
次
々
に
出
て
来
た
。

※
と
り
あ
え
ず
都
は
現
場
で
の
IS
値
の
周
知
と
危

険
箇
所
の
使
用
中
止
、
そ
し
て
補
強
工
事
を
２
年

昭和52年に「補強が望ましい」と指
摘された「都立忍岡高校」の現在の
IS値は0.19。29年たった平成18年
にようやく耐震補強工事完了予定。

　
地
震
と
い
え
ば
消
防
署
！
　

消
防
署
は
大
丈
夫
か
？
情
報
公
開

請
求
す
る
と
、
都
全
域
で
合
計
51

消
防
署
が
耐
震
補
強
が
未
整
備
。

　
早
速
、
現
地
調
査
を
行
な
っ
た

と
こ
ろ
、
消
防
署
の
車
庫
の
部
分

が
、
間
口
が
広
く
・
耐
震
壁
等
が
不

足
し
IS
値
が
低
い
、
結
果
と
し
て

車
庫
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
等
が
開
か
な

く
な
る
恐
れ
が
有
る
こ
と
が
判
明

し
た
（
実
際
、
阪
神
大
地
震
で
神
戸

市
の
消
防
署
28
施
設
の
う
ち
、
車

庫
の
開
閉
不
能
が
４
署
あ
っ
た
）。

　
例
え
ば
渋
谷
消
防
署
代
々
木
出
張
所（
シ
ャ
ッ
タ
ー
幅
10
　
メ
ー
ト
ル
・
右

写
真
参
照
）
IS
値
が
１
階
部
分
は
な
ん
と
0.22
。

　
そ
こ
で
「
地
震
で
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
開
か
な
く
な
っ
た
ら
ど
う
す
る
の
か
？
」

と
尋
ね
る
と
、
東
京
消
防
庁
の
答
え
は
、「
エ
ン
ジ
ン
カ
ッ
タ
ー
で
切
断
し
て

開
放
す
る
。」
と
楽
観
的
な
答
え
。（
そ
ん
な
も
ん
置
い
て
あ
る
の
か
？
）

　
明
ら
か
に
東
京
消
防
庁
の
幹
部
職
員
の
危
機
管
理
と
、
都
民
の
危
機
意
識

は
か
け
離
れ
て
い
る
。（
そ
の
後
第
２
回
定
例
会
の
文
書
質
問
に
対
し
て
東
京

消
防
庁
よ
り
IS
値
0.3
未
満
の
消
防
庁
舎
の
車
庫
扉
の
一
部
又
は
全
部
を
軽
量

で
開
放
か
つ
破
壊
容
易
な
も
の
へ
改
善
す
る
旨
の
答
弁
要
旨
が
７
月
末
に
示

さ
れ
た
）

前
倒
し
で
す
る
と
い
う
。（
そ
れ
に
し
て
も
こ
う

い
う
問
題
を
指
摘
し
た
都
議
は
初
め
て
と
か
）

　
耐
震
補
強
工
事
に
つ
い
て
、
財
務
局

主
計
部
の
予
算
担
当
に
聞
い
て
み
た
。

す
る
と
「
警
視
庁
・
消
防
庁
か
ら
予
算
要

望
が
出
て
い
な
い
。
出
て
こ
な
け
れ
ば
、

こ
ち
ら
で
予
算
を
付
け
ら
れ
な
い
…
」

と
言
う
。

　
確
か
に
「
移
転
先
折
衝
中
！
」
と
い
う

こ
と
で
７
年
間
も
放
置
し
て
い
る
IS
値

0.25
の
三
田
警
察
署
（
港
区
）
は
予
算
要
求

は
し
て
い
な
い
。

　「
改
修
と
建
替
え
の
費
用
対
効
果
を
検

討
中
」
と
い
う
理
由
で
IS
値
0.29
の
芝
消

防
署
も
予
算
要
求
な
し
。

　「
歴
史
的
建
築
保
存
の
た
め
移
転
地
を

選
定
中
」
の
高
輪
消
防
署
二
本
榎
出
張

所
も
先
延
ば
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
震
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
れ
ば
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
の
社
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
的
弱
者
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
ま
れ
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
避
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
場
所
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
施
設
と

一
方
で
そ
れ
ら
を
守
る
立
場
の
施
設
、

そ
の
双
方
が
肝
心
の
地
震
に
弱
い
の
だ
。

「
老
朽
化
」
と
い
う
言
葉
を
行
政
は
使
う

が
、
実
際
に
は
「
IS
値
」
と
い
う
科
学
的

な
デ
ー
タ
が
あ
る
。

　
関
東
大
震
災
か
ら
来
年
は
80
年
。
い

つ
地
震
が
お
き
て
も
お
か
し
く
な
い
。

財
務
局
の
「
予
算
要
求
が
な
い
か
ら
」
と

い
う
の
は
役
所
の
悪
し
き
「
申
請
主
義
」

の
責
任
逃
れ
に
過
ぎ
な
い
。
本
来
な
ら

別
枠
で
予
算
を
取
り
地
震
に
備
え
る
べ

き
な
の
に
、
都
は
そ
の
気
が
全
く
無
い
。

今
年
５
月
22
日
の
読
売
新
聞（
行
革
110
番
の
追
及
が
都
か
ら
国
レ
ベ
ル
に
広
が
っ
た
）

急いで耐震補強工事を行わないと…こんなふうに…

そ
の
他
の
学
校
の
デ
ー
タ

は
私
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
下
さ
い

　
警
察
署
は
ど
う
か
？

　
IS
値
0.6
以
下
の
耐
震
補
強
が
必
要
な
警
察
署
が
31
庁

舎
。
こ
の
う
ち
17
庁
舎
が
改
築
・
撤
去
の
「
予
定
」
と

な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
他
は
予
定
す
ら
な
い
の
が
実
情
。

予
算
要
求
し
な

　
い
っ
て
本
当
？



私
は

行
革

パ
ン
屋

編
集
後
記

■
行
革
パ
ン
屋
が
都
議
会
に
入
り
1
年

●
今
回
は
、
行
革
110
番
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
、
「
行
革
パ
ン
屋
の
日
記
」
を

ベ
ー
ス
に
編
集
し
て
み
ま
し
た
■
調
査

は
現
地
取
材
が
基
本
。
都
立
盲
・
ろ
う
・

養
護
学
校
を
中
心
に
毎
日
現
場
回
り
を

敢
行
●
取
材
し
た
多
く
の
校
長
は
口
々

に
「
都
教
育
委
員
会
が
学
校
は
大
丈

夫
！
と
言
っ
て
い
た
か
ら
信
じ
た
。」
と

言
う
●
し
か
し
学
校
施
設
の
管
理
者
と

し
て
上
か
ら
の
話
を
鵜
呑
み
に
し
て
、

耐
震
の
数
値
を
確
認
し
な
か
っ
た
責
任

は
問
わ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
■
都
立
学

校
の
耐
震
診
断
は
、
昭
和
50
年
代
か
ら

実
施
さ
れ
て
い
た
●
補
強
の
必
要
性
が

次
々
に
指
摘
さ
れ
て
い
た
●
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
放
置
し
て
い
た
都
教
育
庁
■

な
か
で
も
秘
密
主
義
は
一
番
の
問
題
だ

●
教
育
庁
は
耐
震
デ
ー
タ
を
内
部
で
握

り
潰
し
て
い
た
の
だ
■
今
後
の
課
題
は
、

学
校
・
教
育
委
員
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
「
情
報

の
共
有
」
を
す
る
こ
と
だ
●
東
京
国
際

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
建
設
費
だ
け
で
も
１
千

６
百
億
円
も
投
じ
た
の
に
、
学
校
施
設

の
老
朽
化
は
先
送
り
●
役
人
の
や
る
こ

と
に
腹
が
立
つ
！
■
■
も
ち
ろ
ん
耐
震

問
題
は
一
方
で
冷
静
な
対
応
が
必
要
だ

●
た
だ
し
「
都
の
対
応
」
が
利
用
者
の
こ

と
を
考
え
て
い
な
い
以
上
、
利
用
者
側

も
耐
震
デ
ー
タ
を
知
る
権
利
が
あ
る
●

本
レ
ポ
ー
ト
に
掲
載
し
た
デ
ー
タ
は
皆

様
も
情
報
公
開
請
求
す
れ
ば
公
開
さ
れ

ま
す
。
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
。
　

　

　
都
で
は
、
議
会
・
特
別
委
員
会
が
開
か
れ
る
前
日
は
ホ
テ
ル

に
泊
ま
る
と
い
う
。
理
由
は
議
会
準
備
で
深
夜
に
ま
で
仕
事
が

あ
る
か
ら
。

　
平
成
７
年
以
前
は
カ
ラ
領
収
書
で
裏
金
を
作
っ
て
い
た
前
科

が
あ
る
。
情
報
公
開
で
都
財
務
局
主
計
部
を
調
べ
て
み
る
と
、

今
年
３
月
の
予
算
特
別
委
員
会
、
財
政
委
員
会
は
、
管
理
職
は

高
級
ヒ
ル
ト
ン
ホ
テ
ル
、
係
長
以
下
の
職
員
は
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ

テ
ル
を
利
用
し
て
い
た
事
が
判
明
。

　
税
金
で
払
わ
れ
る
と
聞
け
ば
、
都
民
は
頭
に
来
る
。
そ
こ
で

６
月
に
監
査
請
求
。（
右
の
新
聞
記
事
）

　
す
る
と
７
月
に
は
左
の
通
り
。

　
５
月
に
伊
豆
諸
島
の
式
根
島
を
訪
れ
た
時
の
こ
と
。海
は
美
し

く
、
自
然
環
境
抜
群
！
し
か
し
そ
こ

で
見
た
も
の
は
バ
ブ
ル
期
の
遺
産
が

今
な
お
建
設
「
増
殖
」
さ
れ
て
い
る

こ
と
だ
っ
た
。

　
式
根
島
は
、
周
囲
12
㎞
、
面
積

3.69

キ
ロ
平
方
メ
ー
ト
ル
、
人
口
587
人
、

カ
ー
フ
ェ
リ
ー
用
の
港
は
な
い
。

　
建
設
中
の
道
路
と
は
都
道
237
号
線

の
こ
と
だ
。
こ
の
都
道
237
号
線
の
う

ち
全
長
１
千
メ
ー
ト
ル
部
分
が
今
工

事
中
だ
。
試
し
に
歩
い
て
み
た
。
驚

い
た
の
は
、
立
体
交
差
な
の
に
既
存

の
村
道
に
は
つ
な
が
っ
て
い
な
い（
つ
ま
り
島
の
景
勝
地
に
行
く

に
は
も
と
に
戻
る
か
、終
点
ま
で
行
き
既
存
の
村
道
を
通
る
こ
と

に
な
る
）
こ
れ
ま
で
、
３
億
１
千
万
円
の
税
金
を
投
入
済
。
工
事

は
平
成
18
年
ま
で
続
く
。
そ
れ
で
も
や
っ
と
３
分
の
１
。
第
１
期

工
事
分
だ
。

　
　「
立
体
交
差
に
す
る
こ
と
が
自

然
に
一
番
や
さ
し
い
方
法
」
と
担

当
者
は
強
調
す
る
が
、
島
の
貴
重

な
原
生
林
を
壊
し
て
コ
ン
ク
リ
ー

ト
道
路
を
つ
く
り
、
何
台
の
車
が

走
る
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
？
レ
ン

　
　
　
　
　
　
　
タ
カ
ー
が
５
台
、

　
　
　
　
　
　
　
民
宿
71
軒
、
駐
在

　
　
　
　
　
　
　
所
の
パ
ト
カ
ー
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
ら
い
の
も
の
だ
。

平
成
14
年
７
月
24
日
朝
日
新
聞

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
る
工

事
は
続
く
。
生
態
系
の
影
響

な
ど
考
慮
し
て
い
る
の
か
？

村
道
を
ま
た
い
で
原
生
林
を

突
き
抜
け
る
立
体
交
差
の
コ

ン
ク
リ
道
路
、
下
は
村
道
。

平
成
14
年
６
月
14
日

　
　
　
　
読
売
新
聞

　
都
に
は
「
東
京
都
監
理
団
体
」

と
呼
ぶ
54
団
体
が
あ
り
ま
す
。

（
内
訳
は
、
財
団
法
人
30
、
社
団

法
人
２
、
社
会
福
祉
法
人
１
、
特

別
法
人
２
、
株
式
会
社
19
）

　
監
理
団
体
の
常
勤
役
員
の
ポ

ス
ト
は
132
。
こ
の
う
ち
、
都
の
天

下
り
職
員
が
90
ポ
ス
ト
を
占
領
。

　
さ
ら
に
そ
の
理
事
長
・
副
理

事
長
・
理
事
・
監
事
と
呼
ば
れ
る

ポ
ス
ト
の
報
酬
は
、
下
表
の
よ

う
に
超
高
給
待
遇
。
し
か
も
こ

れ
は
都
自
身
が
基
準
を
作
成
し

て
い
る
。
監
理
団
体
は
Ａ
・
Ｂ
・

Ｃ
の
３
ラ
ン
ク
に
分
け
ら
れ
最

高
の
Ａ
ラ
ン
ク
の
理
事
長
は
年

収
で
、
１
千
８
百
万
円
。
低
い
方

で
も
１
千
百
万
円
。

　
こ
れ
ら
の
役
員
の
報
酬
を
都

が
決
め
る
、
こ
れ
は
実
質
的
に

「
第
２
都
庁
」
だ
。
現
実
に
住
宅

供
給
公
社
は
第
二
住
宅
局
、
公

園
協
会
は
第
二
建
設
局
化
し
て

い
る
。

　
こ
ん
な
こ
と
で
は
都
庁
役
人

は
石
原
都
知
事
の
近
著
の
ご
と

く
ま
さ
に
「
老
い
て
こ
そ
人
生
」

で
あ
り
納
税
者
は
浮
か
ば
れ
な

い
。
天
下
り
を
原
則
廃
止
、
能
力

給
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
島
民
の
「
生
活
道
路
に
繋
が
ら
な
い
道
路
」

は
、
誰
が
考
え
て
も
お
か
し
い
。（
ち
な
み
に
こ

の
道
路
か
ら
海
は
ほ
と
ん
ど
見
え
な
い
）
島
民

の
道
路
と
い
う
よ
り
、
利
用
者
不
在
の
明
ら
か

に
土
建
屋
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
屋
の
道
路
だ
。
　

東
京
都
に
も
こ
ん
な
道
路
が
あ
っ
た
と
は
驚
き

だ
。
こ
の
道
路
が
認
定
さ
れ
た
の
が
35
年
前
、
そ

れ
を
今
頃
何
の
疑
問
も
な
く
作
っ
て
い
る
の
だ
。

☆
１
千
３
百
万
円
を
業
者
が
返
還
！

　
行
革
110
番
が
昨
年
11
月
、
東
京
湾
岸
の
都
有
地
に

業
者
が
現
場
事
務
所
を
無
許
可
で
使
用
を
続
け
て
い

た
件
で
「
監
査
請
求
」
を
行
な
っ
た
結
果
、
業
者
が

１
千
３
百
万
円
を
都
に
支
払
っ
た
。
思
っ
て
い
た
よ

り
支
払
い
金
額
が
多
い
の
で
驚
い
た
。
港
湾
局
と
業

者
と
の
癒
着
が
顕
著
に
現
れ
た
事
件
だ
っ
た
。
癒
着

は
膨
大
な
る
無
駄
遣
い
だ
。


